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１　汚泥の放射性物質測定結果

新潟浄化センター乾燥汚泥

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137 セシウム合計

（Bq/kg） （Bq/kg） （Bq/kg） （Bq/kg）

平成29年 4月21日 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

7月21日 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

10月20日 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

平成30年 1月19日 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

＊　10Bq/kg未満は「検出しない」と表示

採取日

　  平成２３年３月の福島第一原子力発電所事故に伴い、平成２３年度に県内外の下水道で発生する汚泥から放
射性物質が検出された。このため、平成２３年５月から放射性物質の測定を定期的に行っている。
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２　分析方法及び報告下限値

有　効 小数点
数　字 以　下

水温  　　        (℃) 規格　7.2 ３ １
透視度    　　    (度) 規格　9 ２ ０ 1
pH 規格　12.1 ２ １
ＢＯＤ       　　 (mg/L) 規格　21 ２ １ 0.5
ＣＯＤ     　    (mg/L) 規格　17 ２ １ 0.5
塩化物イオン       (mg/L) 下水　2.1.31.1 ２ ０ 1
浮遊物質         (mg/L) 告示59号　付表9 ２ ０ 1
溶存酸素         (mg/L) 規格　32 ２ １ 0.5
全窒素 (mg/L) 規格　45.2 ２ １ 0.1
アンモニア性窒素 (mg/L) 下水　2.1.25.1～3 ２ １ 0.1
亜硝酸性窒素     (mg/L) 下水　2.1.26.1 ２ ２ 0.01

水 硝酸性窒素       (mg/L) 下水　2.1.27.1及び2 ２ １ 0.1
有機性窒素       (mg/L) 下水　2.1.28 ２ １ 0.1
ＭＢＡＳ         (mg/L) 下水　2.1.41.1 ２ １ 0.1
全りん (mg/L) 規格　46.3.1 ２ ２ 0.01
りん酸イオン態りん (mg/L) 規格　46.1.2 ２ ２ 0.01
n-ﾍｷｻﾝ抽出物質    (mg/L) 告示64号　付表4 ２ ０ 5
フェノール類     (mg/L) 規格　28.1 ２ １ 0.1
銅 (mg/L) 規格　52.2､52.3､52.4､52.5 ２ ２ 0.01
亜鉛 (mg/L) 規格　53 ３ ３ 0.001
全鉄 (mg/L) 規格　57 ２ ２ 0.01
溶解性鉄         (mg/L) 規格　57.2､57.3､57.4 ２ ２ 0.01
全マンガン       (mg/L) 規格　56 ２ ２ 0.01
溶解性マンガン   (mg/L) 規格　56.2､56.3､56.4､56.5 ２ ２ 0.01
全クロム         (mg/L) 規格　65.1.2 ２ ２ 0.05
ふっ素化合物     (mg/L) 規格　34 ２ １ 0.1
大腸菌群数       (個/cm3) 規格　72.3 ２ ０ 0
カドミウム       (mg/L) 規格　55 ２ ２ 0.003
シアン化合物     (mg/L) 規格　38.3 ２ １ 0.1

質 有機りん         (mg/L) 告示64号　付表1 ２ １ 0.1
鉛 (mg/L) 規格　54.1 ２ ２ 0.05
六価クロム       (mg/L) 規格　65.2.1 ２ ２ 0.05
ひ素 (mg/L) 規格　61.2 ２ ２ 0.01
総水銀 (mg/L) 告示59号　付表1 ２ ４ 0.0005
アルキル水銀     (mg/L) 告示59号　付表2 ２ ４ 0.0005
ＰＣＢ (mg/L) 告示59号　付表3 ２ ４ 0.0005
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ        (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.01
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ       (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.01
ジクロロメタン   (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.02
四塩化炭素       (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.002
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ      (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.004
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ     (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.1
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.04
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ     (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ １ 0.3
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ     (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.006
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ   (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.002
チウラム         (mg/L) 告示59号　付表4 ２ ３ 0.006

項　　　　　目  方　　 　法 
下限値
報　告

区分

- 376 -



有　効 小数点
数　字 以　下

シマジン        (mg/L) 告示59号　付表5 ２ ３ 0.003
チオベンカルブ  (mg/L) 告示59号　付表5 ２ ２ 0.02

水 ベンゼン        (mg/L) JIS K 0125　5.2、5.4.2 ２ ２ 0.01
セレン         (mg/L) 規格　67.2 ２ ２ 0.01
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ     (mg/L) 告示59号　付表7 ２ ２ 0.05
ほう素     　  (mg/L) 規格　47.1及び3 ２ ０ 1
溶解性物質      (mg/L) 規格　14.3 ２ ０ 1

質 蒸発残留物      (mg/L) 規格　14.2 ２ ０ 1
強熱残留物      (mg/L) 規格　14.4 ２ ０ 1
強熱減量        (mg/L) 規格　14.5 ２ ０ 1
よう素消費量    (mg/L) 省令 ２ １ 0.1
水温  (℃) 下水　4.1.2 ３ １

活 ｐＨ 下水　4.1.4 ２ １
性 浮遊物質（MLＳＳ）   (mg/L) 下水　4.1.6 ２ ０
汚 MLＶＳＳ  　     (％) 下水　4.1.7 ３ １
泥 ＳＶ      　   (％) 下水　4.1.8.1 ２ ０

ＳＶＩ 下水　4.1.8.2 ２ １
ＭＬＤＯ        (mg/L) 下水　4.1.9 ２ １ 0.1
ｐＨ 下水　5.1.5 ２ １

汚 固形分         (％) 下水　5.1.6 ２ １
含水率         (％) 下水　5.1.6 ３ １
有機分         (％) 下水　5.1.8 ３ １
無機分         (％) 下水　5.1.7 ３ １

泥 アルカリ度      (％) 下水　5.1.13 ２ ０
揮発性有機酸    (mg/L) 下水　5.1.14.1 ２ ０
総水銀         (mg/L) 告示13号、告示59号　付表1 ２ ４ 0.0005
アルキル水銀    (mg/L) 告示13号、告示59号　付表2 ２ ４ 0.0005
カドミウム      (mg/L) 告示13号、規格55.1 ２ ２ 0.003
鉛 (mg/L) 告示13号、規格54.1 ２ ２ 0.05
有機りん        (mg/L) 告示13号、告示64号　付表1 ２ １ 0.1

溶 六価クロム      (mg/L) 告示13号、規格65.2 ２ ２ 0.05
ひ素 (mg/L) 告示13号、規格61.2 ２ ３ 0.005
シアン化合物    (mg/L) 告示13号、規格38.3 ２ １ 0.1
ＰＣＢ         (mg/L) 告示13号、告示59号　付表3 ２ ４ 0.0005
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ        (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.01

出 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ      (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.01
ジクロロメタン  (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.02
四塩化炭素      (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.002
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ     (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.004
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ     (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.1

試 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.04
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ    (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ １ 0.3
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ    (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.006
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ   (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ３ 0.002
チウラム (mg/L) 告示13号、告示59号　付表4 ２ ３ 0.006

験 シマジン (mg/L) 告示13号、告示59号　付表5 ２ ３ 0.003
チオベンカルブ (mg/L) 告示13号、告示59号　付表5 ２ ２ 0.02
ベンゼン (mg/L) 告示13号、JIS K 0125　5.2、5.4.1 ２ ２ 0.01
セレン      (mg/L) 告示13号、規格6７.2 ２ ２ 0.01
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ     (mg/L) 告示13号、告示59号　付表7 ２ ２ 0.05
ふっ素化合物     (mg/L) 告示13号、規格　34 ２ １ 0.1
ほう素     　  (mg/L) 規格　47.1及び3 ２ ０ 1

報　告
区分 項　　　　　目  方　　 　法 

下限値
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有　効 小数点
数　字 以　下

総水銀 (mg/㎏) 下水汚泥　7.12.1 ２

含 カドミウム (mg/㎏) 下水汚泥　7.6.1 ２

有 鉛 (mg/㎏) 下水汚泥　7.21.1 ２

試 亜鉛 (mg/㎏) 下水汚泥　7.26.1 ２

験 銅 (mg/㎏) 下水汚泥　7.10.1 ２
ひ素 (mg/㎏) 下水汚泥　7.2.1 ２
セレン (mg/㎏) 下水汚泥　7.23.2 ２

消 酸素 (％) 下水　5.5.2.1 ２ １ 0.1
化 窒素 (％) 下水　5.5.2.1 ２ １ 0.1
ガ メタン (％) 下水　5.5.2.1 ２ １ 0.1
ス 二酸化炭素 (％) 下水　5.5.2.1 ２ １ 0.1
試 水素 (％) 下水　5.5.3.4 ２ １ 0.1
験 硫化水素 (ppm) 下水　5.5.3.4 ２ ０ 1

アンモニア (ppm) 下水　5.5.3.4 ２ ０ 1

　・規　　　格：ＪＩＳ　K0102－2016工場排水試験方法

　・下　　　水：下水試験方法（（公社）日本下水道協会）－2012年版－

　・告示13号：産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法（昭和48年2月環境庁告示13号）

　・告示59号：水質汚濁に係る環境基準について（昭和46年12月環境庁告示59号）

　・告示64号：環境大臣が定める排水基準に係る検定方法（昭和49年9月環境庁告示64号）

　・省　　　令：下水の水質の検定方法等に関する省令（昭和37年12月17日厚生省・建設省令 第1号） .

　・下水汚泥：下水汚泥分析方法　改訂増補版（下水汚泥資源利用協議会）－2007年－

３　数値の取扱方法

（１）　　有効数字について

　　　　　報告下限値未満の数値は「ＮＤ」で表示する。ただし、残留塩素については報告下限値未満で

 残留塩素が検出される場合は「ｔｒ.」で示す。

（２）　　平均値について

　　　①年報における平均値は、原則として、月平均値とする。ただし、下記の項目については、年間を

　　　　 通して算出する。

・表中の水量、返送汚泥率、空気倍率、日平均汚泥量、消化日数、ガス発生倍率、ＤＳ当りガス

発生率、VTS減少当りガス発生率、脱水機への供給汚泥濃度、高分子注入率、汚泥処理量、ろ

過速度、及びケーキ含水率、乾燥汚泥含水率。

　　　②「ＮＤ」については数値を０として、「＞50」については数値を50として平均値を算出する。

報　告
区分 項　　　　　目  方　　 　法 

下限値
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４　用語解説

名 称 説 明
　酸性であるかアルカリ性であるかを示したもので、７を中性とし、７未満は酸性、７を
超えるとアルカリ性である。
　水素イオン濃度の逆数の常用対数　log（１/[Ｈ

＋
]）で求められる。

　下水の放流基準は5.8～8.6である。
ＢＯＤ
（Biochemical Oxygen Demand）
（生物化学的酸素要求量）
ＣＯＤ
（Chemical Oxygen Demand）
（化学的酸素要求量）   本年報では100℃・30分における過マンガン酸カリウムによる酸素要求量で示す。
ＳＳ 　水中に懸濁している非溶解性の固形分である。
（Suspended Solids）
（浮遊物質）
ＤＳ
（Dry Solid）
（固形分）
ＭＬＤＯ
（Mixed Liquor 
  Dissolved Oxygen）
（活性汚泥中溶存酸素）
ＭＬＳＳ
（Mixed Liquor Suspended
 Solid）（活性汚泥浮遊物質）
ＭＬＶＳＳ
（Mixed Liquor Volatile
  Suspended Solid）
（活性汚泥有機性浮遊物質）
ＳＶＩ
（Sludge Volume Index）
（汚泥容量指標）

　反応タンクの活性汚泥の平均生成日数で、３～５日位が標準である。

反応ﾀﾝｸの容量(m
３
)×反応ﾀﾝｸ内MLSS濃度(mg/L)

汚泥日令(日)＝ ──────────────────────

流入水量(m
３
/日)×流入水の平均SS(mg/L)

反応ﾀﾝｸの容量(m
３
)×反応ﾀﾝｸ内MLSS濃度(mg/L)

ＳＲＴ(日)＝ ──────────────────────

余剰汚泥量(m
３
/日)×余剰汚泥中のSS濃度(mg/L)

＋処理水量(m
３
/日)×処理水中のSS濃度(mg/L)

　ＳＲＴの長短で生物相が変化するため、管理指標として使われる。ＳＲＴが長すぎる
と、反応タンクで硝化が進み、最終沈殿池流出水や放流水でのＢＯＤ値が上昇する。

　下水が反応タンクで空気の吹き込みを受ける時間。反応タンクの通過時間と同じで、８
時間を標準とする。

　曝気時間(時)＝{曝気槽容量(m3)}/{曝気槽流入水量(m3/日)}×24　で示される。

　消化槽での汚泥中の有機物がガス化あるいは液化して減少する割合を示す。

投入汚泥の無機分(％)×消化汚泥の有機分(％)
消化率(％)＝ １ －───────────────────　 ×100

投入汚泥の有機分(％)×消化汚泥の無機分(％)

ＮＤ
（検出限界未満）

ｐＨ

ＢＯＤ－ＳＳ負荷

ＢＯＤ－容積負荷

汚泥日令

曝気時間

消化率

ＳＲＴ
（Solids Retention Time）
（汚泥滞留時間）

　　　　　　下水道維持管理指針－2014年版－　(公社)日本下水道協会

　汚泥を105～110℃で乾燥した後、残った固形分を示す。

　反応タンクの活性汚泥の溶存酸素（ＤＯ＝Dissolved Oxygen）を示す。

　活性汚泥中の浮遊物質を示す｡ 通常1,000～2,000mg/Lである。

　ＭＬＳＳのうち、有機物の割合を示す。

　反応タンクの活性汚泥１kgが処理するＢＯＤのkg数を示す。

  Not　Detected（検出されない）の略

  水処理系内の活性汚泥が、余剰汚泥として引き抜かれるまでの平均滞留時間。５～１０
日位が標準である。

　溶存酸素のもとで水中の分解可能な物質が安定するのに必要な溶存酸素の量を示す。
20℃で５日間で消費された酸素量をmg/Lで示したものである。一般に水中の有機物量のめ
やすとされる。

　水中の被酸化性物質が、一定条件のもとで酸化剤によって酸化されるのに必要な酸素量
をmg/Lで示したものである。

　本年報ではろ過後ろ紙上に残った物質を105～110℃で乾燥した後の重量で示す。

　活性汚泥を30分静置したとき、１ｇの活性汚泥が占める容積mLを示したもので、汚泥の
沈降性を示す。通常100～200である。

　反応タンクの容積１m３で処理するＢＯＤのkg数を示す。

＊参考図書　下水試験方法－2012年版－　(公社)日本下水道協会
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公益財団法人 新潟県下水道公社

本 社 〒950-0003 新潟市東区下山３丁目６８０番地
(新潟浄化センター内） 電 話 （０２５）２７１ー１１５１～２

ＦＡＸ （０２５）２７１－１１５３
E-メール singeko１＠orion.ocn.ne.jp（総務課）

singeko９＠drive.ocn.ne.jp（業務課）

新 津 支 所 〒956-0817 新潟市秋葉区古田ノ内大野開２番地
(新津浄化センター内） 電 話 （０２５０）２４ー８１３２

ＦＡＸ （０２５０）２４－８１９４
E-メール singeko２＠orion.ocn.ne.jp

新 井 郷 川 支 所 〒950-3114 新潟市北区名目所１丁目１６７番地
(新井郷川浄化センター内） 電 話 （０２５）２５８ー１５８０

ＦＡＸ （０２５）２５７－３４３４
E-メール singeko７＠orion.ocn.ne.jp

西 川 支 所 〒950-2123 新潟市西区笠木３３９番地
(西川浄化センター内） 電 話 （０２５）２６３ー７９０１

ＦＡＸ （０２５）２６３－７９１０
E-メール singeko８＠yacht.ocn.ne.jp

長 岡 支 所 〒940-2471 長岡市上柳町２５７番地３
(長岡浄化センター内） 電 話 （０２５８）２８ー２００１

ＦＡＸ （０２５８）２８－２０１７
E-メール singeko３＠orion.ocn.ne.jp

六 日 町 支 所 〒949-7101 南魚沼市五日町１９６７番地５
(六日町浄化センター内） 電 話 （０２５）７７６ー３６１７

ＦＡＸ （０２５）７７６－３６２６
E-メール singeko４＠orion.ocn.ne.jp

堀 之 内 支 所 〒949-7405 魚沼市新道島３６４番地
(堀之内浄化センター内） 電 話 （０２５）７９４ー５６６０

ＦＡＸ （０２５）７９４－５６６１
E-メール singeko５＠orion.ocn.ne.jp

-シンボルマークについて-

下水道公社のシンボルマークは、

水： WATER の「 W 」の図案化を基

本とし、簡潔で、親しみやすい形態

（かたち）にしました。

より多くの人々が水（特に下水道）

について関心を持つ契機となること

を願い、制定したものです。
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